
「
十
符
人（
と
ふ
と
）」で
は
、
毎
月
、

利
府
の
魅
力
づ
く
り
や
魅
力
発
信
に
貢
献

し
て
い
る
方
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

る
の
は
、
利
府
町
の
支
援
体
制
の
手
厚
さ
、

そ
し
て
豊
か
な
自
然
環
境
や
暮
ら
し
や
す
さ
。

若
手
梨
農
家
の
方
々
の
情
熱
に
も
惹
か
れ
た

と
言
い
ま
す
。「
梨
栽
培
の
基
礎
を
身
に
つ
け
、

『
利
府
梨
』の
伝
統
を
誇
れ
る
よ
う
な
美
味
し

い
梨
を
育
て
た
い
。
ま
ず
は
妻
と
二
人
で
梨

農
家
と
し
て
自
立
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
」と

加
藤
さ
ん
。
石
井
さ
ん
は「
梨
の
も
ぎ
取
り

体
験
な
ど
、
梨
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し

た
い
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の
人
が
梨
栽
培
に

取
り
組
め
る
よ
う
な
新
し
い
栽
培
方
法
に
も

挑
戦
し
た
い
」と
話
し
ま
す
。「
利
府
町
は
、

こ
こ
に
住
ん
で
、
こ
こ
で
働
き
た
い
と
思
う

街
。
地
域
の
梨
農
家
の
方
々
の
想
い
を
受
け

継
ぎ
な
が
ら
、
自
分
な
り
の
ス
タ
イ
ル
を

創
っ
て
い
き
た
い
」と
佐
藤
さ
ん
。「
こ
の
秋
は
、

ぜ
ひ
直
売
所
に
足
を
運
ん
で
、『
利
府
梨
』の

本
当
の
美
味
し
さ
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
」と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
内
の
と
あ
る
梨
農
園
で
、
収
穫
前
の

摘
果（
て
き
か
）や
水
ま
き
に
汗
を
流
す
３
人
。

「
利
府
町
の
梨
農
家
さ
ん
か
ら
頂
い
た『
利
府

梨
』が
驚
く
ほ
ど
美
味
し
く
て
、
多
く
の
人

に
食
べ
て
欲
し
い
と
思
っ
た
」と
石
井
さ
ん
。

加
藤
さ
ん
は
東
京
の
イ
ベ
ン
ト
で
利
府
町
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
内
容
を
知
り
、

利
府
町
に
家
族
で
移
住
。「
前
の
仕
事
は
残
業

や
夜
勤
が
多
く
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
を

大
切
に
し
た
か
っ
た
」。
佐
藤
さ
ん
は
、「
も
と

も
と
農
業
に
興
味
が
あ
っ
て
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
知
っ
た
。
利
府
町
の
職
員
の
方
々
の

熱
意
や
、
先
輩
協
力
隊
の
方
が
梨
農
家
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
姿
に
可
能
性
を
感
じ
た
」

と
話
し
ま
す
。
そ
ん
な
3
人
が
口
を
そ
ろ
え

※
1

※1：たくさん実った果実を間引きし、残した果実に十分な栄養を行きわたらせること。

『
利
府
梨
』の
伝
統
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
、

新
た
な
担
い
手
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

利府町地域おこし協力隊：梨部門

　　 加藤　雄一朗さん  石井　航さん  佐藤　穣司さん
いしい わたる

（左から）
さとう じょうじ

加藤 雄一朗：1985年生まれ、塩竃市出身。工場勤務を経て令和6年4月就任。
石井　　  航：1988年生まれ、仙台市出身。運送業を経て令和6年2月就任。
佐藤　 穣司：2001年生まれ、仙台市出身。不動産関係の仕事を経て令和7年4月就任。
『利府梨』農家の担い手としての自立を目指し、栽培から販売までの習得、また新たな魅力
づくりに取り組む。

早生種で8月上旬から収穫できる香麗（こうれい）の摘果に励む
加藤さんと佐藤さん（左）、石井さん（右）

かとう ゆういちろう

7月24日（木）、リフノスにてキッズ向けの運動教室を開催しました。
講師は元プロ野球選手であり、スポーツプロジェクトで活動して
いる土屋さん。当日はたくさんの子どもたちと走ったりミニゲームを
したり、全身を使って楽しく体を動かしました。「運動の楽しさを知っ
てもらい、今後運動するきっかけになれば嬉しいです」と土屋さん。
夏休みの思い出に子どもたちの笑顔があふれる時間となりました！

キッズ運動教室開催しました！
　利府町には、実は4つの地域おこし協力隊の活動部門があるのを
ご存じですか？「梨業」「海業」「移住コーディネーター」、そして私たち
「賑わい創出部門」。それぞれのフィールドで町を盛り上げようと日々
活動しています。そんな協力隊メンバーがこのたびプライベートの時
間を使って、初めての交流会を開催！ほぼ全員が集まり、それぞれの
想いや得意分野を語り合いました。
これからも部門をこえたつなが
りを活かし、町のにぎわいづくり
や持続可能なまちづくりの一助
となるよう、力を合わせて活動し
ていきます！

地 域おこし協力隊､４部門交流会開催！

総務省地域おこし協力隊制度を活用し、利府町の
活性化と社会起業家の育成を目指すプロジェクト地域おこし協力隊地域おこし協力隊地域おこし協力隊Good Movement 活動日記 Vol.19 公式
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広報りふWEB版
編集後記
今月号では、利府町とガーナ共和国との交流の様子を特集しました。取材を通じて、
言葉や文化の違いを超えた繋がりを感じました。町としてもガーナの「アクワアバ
（ようこそ）」の気持ちで歓迎することができました。


